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ノアとその家族

創世記 6:5−10

6:5 主は人の悪が地にはびこり、すべてその心に思いはかるこ
とが、いつも悪い事ばかりであるのを見られた。 
6:6 主は地の上に人を造ったのを悔いて、心を痛め、 
6:7 「わたしが創造した人を地のおもてからぬぐい去ろう。人
も獣も、這うものも、空の鳥までも。わたしは、これらを造っ
たことを悔いる」と言われた。 
6:8 しかし、ノアは主の前に恵みを得た。 
6:9 ノアの系図は次のとおりである。ノアはその時代の人々の
中で正しく、かつ全き人であった。ノアは神とともに歩んだ。
6:10 ノアはセム、ハム、ヤペテの三人の子を生んだ。

　一、ノアの時代 

　ノアは、今から 4500 年も前、バビロニアにいた人です。こ

のノアの時代に大洪水が起こりました。バビロニアの古代の町

の発掘では、どこでも何の遺跡も混じっていない粘土層が見つ

かっており、これは大洪水によるものであると思われています。

ウルを発掘したペンシルバニア大学のＣ．Ｌ．ウーリー博士は

厚さ 2.5 メートルの水性粘土層を見つけ、その下にさらに古い

時代の都市の廃墟を見つけています。オックスフォード大学の

スティーブン・ラングドン博士はキシュの町の粘土層の下に、

四輪の戦車とそれをひいた動物の骨を発見しました。ノアがい

たと思われている町、ファラは、ペンシルヴァニア大学のエ

リック・シュミット博士によって発掘され、洪水層の下には彩

られた土器や円筒型の印章、壺や鍋などが見つかっており、こ



れによって人々が高度な文化生活を営んでいたこと、その生活

が突然の洪水によって滅びてしまったことが分かっています。

　ノアの時代には文明が発達し、人々はその恩恵を受けていま

したが、道徳的にはまったく堕落したものでした。聖書は「時

に世は神の前に乱れて、暴虐が地に満ちた。神が地を見られる

と、それは乱れていた。すべての人が地の上でその道を乱した

からである。」（創世記 6:11-12）と言っています。ここで「暴

虐」と言われているものがどんなものであったかについて、聖

書は詳しくは書いていません。しかし、人間の本性というもの

は、昔からほとんど変わってはいませんから、昔あったことは

今もあり、今あることは昔も同じだったと思います。洪水の前、

人々はまことの神への信仰を捨てて偶像礼拝にふけり、お互い

に争ったり戦ったりして、殺人や強盗、暴力や虐待、詐欺や不

正が日常のように行われていたのでしょう。洪水の後、神は

「あなたがたの命の血を流すものには、わたしは必ず報復する

…人の血を流すものは、人に血を流される」（創世記 9:５-6）

と言っておられますから、洪水前には、流血が日常茶飯事で

あったと思われます。 

　カインがアベルの血を流して以来、人類から流血は絶えませ

ん。今も同じことが続いていますが、最も恐ろしいことは、そ

れが「あたりまえ」になっていることです。アメリカでも日本

でも殺人があっても、よほど特別な事件でない限りニュースに

もなりません。主イエスは洪水前の人々の生活について、「洪

水の出る前、ノアが箱舟にはいる日まで、人々は食い、飲み、

めとり、とつぎなどしていた」（マタイ 24:38）と言っておら

れます。主は、人々が悪事に慣れてしまい、何の緊迫感も持た

ず、「食い、飲み、めとり、とつぎなどして」我が世を楽しん



でいることに警告を発されたのです。 

　テキサスでは、今年の春は雷雨が多く、ラジオやテレビの番

組が警報で中断されることがよくありました。わたしたちは、

最初の警告の時には緊張するのですが、嵐が過ぎると、次に警

報が入っても「今度も大丈夫だろう」と思ってしまいます。こ

ういう心理を「正常性バイアス」と言います。人は危険を感じ

ると、そのストレスを軽減するため、無意識のうちに、危険を

見て見ぬふりをしようとします。「これは異常な状態ではない。

正常な範囲の一つだ」と自分を納得させようとするのです。そ

のため警報を無視したり、軽く扱ったりして、大きな被害を受

けることが多いのです。 

　それと同じことは、罪についても起こります。世の中が乱れ

ていることがあたりまえになってしまい、罪に対する感覚が麻

痺してしまうのです。罪を罪として認めなくなった社会、善悪

を識別しなくなった社会、それがもっとも罪深い社会です。そ

んな意味では、現代もまた洪水前の時代と変わらないと思いま

す。 

　二、ノアの信仰 

　ノアは、そのような時代に生きた人でした。聖書は「ノアは

その時代の人々の中で正しく、かつ全き人であった。ノアは神

とともに歩んだ」（9節）としるしています。これは、ノアが

完全無欠で、何の落ち度もなかったということではありません。

失敗も、弱さもあったでしょう。罪を犯すこともあったでしょ

う。しかし、ノアは、その時代に染まらず、「神とともに」に

歩みました。時代とともにでも、まわりの人々といっしょにで

もなく、「神とともに」歩んだのです。そして、ノアにとって



「神とともに歩む」とは、具体的には、「神の言葉に従って歩

む」ということでした。 

　ノアは、神から、やがて大洪水が起こることを知らされ、箱

舟を作るようにとの指示を受けたとき、それに従いました。ノ

アはその言葉に従うことによって神と共に歩みました。

　ノアが住んでいた町は、今ではユーフラテス川から 40マイ

ルも離れていますが、ノアの時代には、ユーフラテス川がその

町のすぐそばを流れていたことが知られています。ノアは、川

を通きかう船をいつも見ており、船を作る技術を身につけてい

たのでしょう。けれども、ノアが作りはじめたのは、今日の 10

万トン級のタンカーに匹敵する巨大な船でした。30階建てのビ

ルディングを横に寝かせたような大きさといったほうが分かり

やすいかもしれません。「こんなものをつくって、どうやって

それを川にまで運ぶんだい？」と、人々は、ノアの作っている

船を物笑いの種にしたことでしょう。しかし、ノアはこの町も

やがて大水の下となることを確信していました。 

　創世記 6:3 に、「わたしの霊はながく人の中にとどまらない。

彼は肉にすぎないのだ。しかし、彼の年は百二十年であろう」

という言葉があります。これは、洪水後の人間の寿命が長くて

も 120 年という意味とも、また、洪水が起こるまでの期間が

120 年という意味とも取れます。もし、洪水までが 120 年とい

う意味なら、ノアは、120 年も先のことに備えて行動を起こし、

まだ見てもいない大洪水のために箱舟を作り出したことになり

ます。人々にはまだ見えなかった大洪水を、ノアは神の言葉に

よって見て、その備えをしたのです。洪水ばかりでなく、ノア

は洪水の後開かれる新しい世界をも見ていました。信仰は、今

の世界だけでなく、将来の世界をも見せてくれます。そして、



将来のために今、なすべきことをさせてくれるのです。 

　ヘブル人への手紙に、ノアの信仰について、こう書かれてい

ます。「信仰によって、ノアはまだ見ていない事がらについて

御告げを受け、恐れかしこみつつ、その家族を救うために箱舟

を造り、その信仰によって世の罪をさばき、そして、信仰によ

る義を受け継ぐ者となった。」（ヘブル 11:7）ここで大切なの

は「まだ見ていない事がら」という言葉です。ヘブル 11:1 に

「信仰とは、望んでいる事がらを確信し、まだ見ていない事実

を確認することである」とあるように、ノアは、まだ見ていな

い将来をすでに見たかのようにして行動を起こしました。建物

を建てるときには設計図を描きますが、同時に完成予想図も描

きます。わたしたちの人生も同じように、神の言葉というマス

タープランに従い、信仰によるヴィジョンを持つことによって、

確かなものとなっていくのです。わたしたちも、ノアのように、

今は見えなくても必ずやってくるものを見る、信仰のヴィジョ

ンを与えられたいと思います。 

　三、ノアの家族 

　まわりのみんなが、神の言葉に耳を傾けることも、従うこと

もしなかった時代にノアが神の言葉に従い通すことができたの

はなぜでしょうか。誰もが、その日、その時の楽しみだけを求

めて生きていた時代に、ノアが将来に目を向けることができた

秘訣はノアが築いた「家族」にありました。ノアの家族は、ノ

アと同じ信仰を持ち、神の言葉に従いました。ノアのまだ若い

息子たちが、まわりの人々に同調することなく、父親を通して

与えられた神の言葉に従ったのは、素晴らしいことです。家族

が一つ思いになり力を合わせたからこそ、ノアは箱舟を作りあ



げ、世界を救うという使命を果たすことができたのです。ノア

は家族を導きましたが、同時に家族によって支えられました。

　親は、子どもに信仰を教えるのですが、時には、子どもから

信仰を教えられることがあります。あれこれ考え、くよくよし

ている時に、子どもから、「お父さん、お祈りすれば大丈夫だ

よ。お母さん、イエスさまがいっしょだからね」と言われたこ

とが皆さんにもあると思います。また、子どもが信仰を持つの

に反対していた親であっても、年老いて、子どもの世話になる

とき、ほとんどの場合、クリスチャンになった子どもに頼るよ

うになります。日本でのことですが、ある農家の長男が信仰を

持ち、クリスチャンの女性と結婚しました。キリスト教嫌いの

舅はことごとく嫁につらく当たりました。けれども彼女はそれ

に耐え、その舅も、ついに信仰を持ち、バプテスマを受けまし

た。信仰は最終的には家庭に祝福をもたらすのです。 

　まだ信仰を持たない人と結婚しても、信仰を持つ人の熱心な

祈りとあかしによって配偶者が信仰に導かれることは良くある

ことです。しかし、安易な気持ちで信仰を持たない人と結婚し

てしまうと、それと逆のことが起こります。ノアの時代がそう

でした。ノアの時代が乱れていたのは、神を信じる者たちが、

信仰ある人を結婚相手に選ばず、自分たちの思うがままに「め

とり、とつぎしていた」ことにありました。6:1-2 に「人が地

のおもてにふえ始めて、娘たちが彼らに生れた時、神の子たち

は人の娘たちの美しいのを見て、自分の好む者を妻にめとっ

た」とあります。ここでいう「神の子たち」とはセツの子孫

で信仰者のこと、「人の娘」とはカインの子孫で信仰を持たな

い人々のことです。信仰者は世の光、地の塩です。ところが、

ノアの時代には、信仰者たちは、信仰を持たない人々との結婚



によって、光や塩気を無くし、この世に呑み込まれてしまった

のです。それで、ノアは、三人の息子たちが信仰ある女性と結

婚するように心を配ったのです。 

　ノアの時代からずっと後になりますが、アブラハムの甥で

あったロトは、娘の結婚に心を配りませんでした。ロトの娘た

ちは信仰を持たない男性と結婚することになっていました。ロ

トの住む町がその不道徳のために滅ぼされようとしていたとき、

ロトはそのことを娘の夫になる人たちに告げましたが、彼らは

それを「冗談」としてしか受け取れませんでした。聖書に「そ

れはむこたちには戯むれごとに思えた」（創世記 19:14）とあ

ります。ロトは娘むこたちを救うことができなかったのです。

　わたしたちは誰も、ひとりでは、この世に立ち向かうことは

できません。そればかりか、自分の信仰すら守れない場合もあ

ります。しかし、家族がひとつの信仰で結ばれるなら、それに

支えられます。ノアは、アダム、セツ、エノシュ、ケナン、マ

ハラエル、エレデ、エノク、メトシェラ、そして父親のレメク

と長い間続いた信仰者の家系の中に生まれ、信仰を育まれてき

ました。ノアは信仰を支える家族の役割を良く知っていました。

　信仰の家族を持つことは何にも替えられない祝福ですが、た

とえ、あなたが家族を持たなかったとしても、また、家族や親

族の中でたったひとりのクリスチャンであったとしても、力を

落とすことはありません。あなたには教会があります。教会は

大きな神の家族です。わたしたちはここで信仰を育てられ、支

えられていきます。ここで、自分の家族や親族にあかしする力

を受けるのです。 

　ノアは、「暴虐が満ちていた」時代に、信仰の家族を築きあ

げ、その家族とともに、世界の救いのために働き、人類の将来



を切り開きました。父の日を迎えたきょう、わたしたち父親は、

家族のいちばんの幸せが何にあるのかをしっかりと考えてみた

いと思います。ノアのように、神の言葉に従うことによって、

また家族の将来を見る信仰によって、家庭を導いていきたいと

思います。また、教会という神の家族に属するわたしたちひと

りひとりも、この神の家族の中での自分の役割をしっかりと考

えたいと思います。ノアとノアの家族はたった八人でも救いの

箱舟を完成させました。ここには、その何倍もの人たちがいま

す。信仰の家族が、神の言葉によって生かされ、信仰のビジョ

ンをひとつにするなら、必ず、人々の救いのためにその使命を

果たすことができます。そのことを信じて、この時代の救いの

箱舟である教会をともに建て上げていきたいと思います。 

　（祈り） 

　父なる神さま、わたしたちの時代も、ノアの時代と同じよう

に、曲がった、暗い時代です。その中で、家庭を築き、守り、

導こうとしている父親たちの労苦を見て、助けてください。父

親たちの父であるあなたへの信仰を、父親たちにお与えくださ

い。暗い時代の中でも、みことばの光によって、あなたの望ん

でおられることを、はっきりと見ることのできる、信仰のビ

ジョンを与えてくさい。そして、それに向かって行動を起こす

ことができますように。主イエスのお名前で祈ります。 


